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（作品審査結果の要旨） 
 
 本作品は松尾寺所蔵国宝「普賢延命菩薩像」の彩色表現を想定復元した模写である。申請者は特に金
属材料や染料を用いた彩色技法に着目しており、論述では表しきれない光沢や反射、透明感といった彩
色表現を模写作品によって明瞭に復元したと言える。変色の起こりやすい銀表現や褪色しやすい染料に
よる表現は平安仏画に広く用いられてる造形であるにもかかわらず、その性質から研究が遅れてきた。
原本と同質の材料を用い、材料相互の関係性までを総体として提示した本作品は、今後の当該分野の研
究に大いに貢献するものとして高く評価できる。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 銀素材の多くは時代と共に変色し易く、描かれた当時と大きく印象が異なる。今回取り上げた松尾寺
所蔵「普賢延命菩薩像」も経年変化のため銀截金が黒変し、光沢を失ってしまっている。菩薩像を取り
囲む光背に施された銀きりがね、白象に用いられた銀箔、菩薩像の花飾りの銀泥も全て黒変し当時の状
況を知る事はできない。また背景の彩色も褐色に退色しており、周囲に描かれた銀截金や他の彩色との
効果を確認する事もできない。そこで今回、復元模写をすることにより当時の状況を再現し多彩な装飾
性や美意識、院政期仏画の荘厳性を再現検証することができた。その結果銀箔を散らすことにより菩薩
像との距離感を実際に認識することができ、多様な装飾美の追求から生死観を重んじた光輝表現を体感
することが可能になった。これは、博士過程で習得した截金の技術や目視による経験値が大いに生かさ
れた、本学独自の研究成果として高く評価される。 
 今後松尾寺「普賢延命菩薩像」の研究を進める上で、今回行った再現模写は貴重な資料として有効に
活用される。 
 
 
